
莱

今
日
の
授
業

植
物
か
ら
作
る
燃
料

ＣO2新たに出さない

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

副
分
野
長

錦
に
し
き

谷た
に

禎よ
し

範の
り

先
生

植
物
か
ら
液
体
燃
料
を
生
み
出
す
研
究
が
進
ん
で

い
ま
す
。地
球
を
温
暖
化
さ
せ
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
O2
）

を
増
や
さ
ず
、
環
境
に
優
し
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
植
物
を
原
料
と
し
て
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
呼
び
ま
す
。
福
島
国
際
研

究
教
育
機
構
（
Ｆ
｜
Ｒ
Ｅ
Ｉ
、
エ
フ
レ
イ
）
は
、
県
内

の
樹
木
を
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
林

業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

担
当
者
に
詳
し
く
解
説
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
ず
、
液
体
燃
料
の
作
り

方
を
説
明
し
ま
す
。
木
に
高

を
加
え
、
一
酸
化
炭
素
と

二
酸
化
炭
素
、
水
素
を
発
生

さ
せ
ま
す
。
触
媒
を
使
い
、

一
酸
化
炭
素
と
水
素
を
化
学

反
応
さ
せ
、
液
体
燃
料
で
あ

る
炭
化
水
素
を
生
み
出
し
ま

す
。
触
媒
と
は
、
化
学
反
応

を
促
進
さ
せ
る
物
質
で
、
例

え
ば
鉄
や
コ
バ
ル
ト
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

木
は
光
合
成
に
よ
っ
て
大

気
中
か
ら
二
酸
化
炭
素
を

吸

収
し
て
い
ま
す
。
液
体

燃
料
を
作
る
際
に
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
は
元
々
、
空
気

中
に
あ
っ
た
も
の
で
す
の

で
、
二
酸
化
炭
素
を
新
た
に

発
生
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

エ
フ
レ
イ
は
液
体
燃
料
を

製
造
す
る
時
に
出
る
炭
を
可

能
な
限
り
地
中
に
埋
め
て
処

理
す
る
仕
組
み
も
考
え
て
い

ま
す
。
大
気
中
に
戻
る
二
酸

化
炭
素
量
を
減
ら
せ
ば
、
温

暖
化
の
防
止
に
役
立
つ
か
ら

で
す
。

小
規
模
な
製
造
設
備
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
荷
物
を

運
ぶ
貨
物
車
の
コ
ン
テ
ナ
の

よ
う
な
箱
を
設
置
し
、
そ
の

中
で
作
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

行
う
実
験
で
は
、
１
０
０
㌔

の
木
材
を
使
用
し
、
４
㍑
の

液
体
燃
料
を
生
み
出
す
計
画

で
す
。
樹
木
に
加
え
、
イ
ネ

の
仲
間
で
あ
る
植
物
も
利
用

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
作
り

出
し
た
液
体
燃
料
は
航
空
機

の
燃
料
に
す
る
予
定
で
す
。

阿
武
隈
山
地
に
あ
る
樹
木

を
使
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

ど
の
程
度
の
量
が
あ
る
の
か

を
調
査
し
ま
す
。

課
題
は
化
学
反
応
を
促

す
触
媒
の
開
発
で
す
。
効
率

良
く
反
応
さ
せ
れ
ば
、
液
体

燃
料
を
大
量
に
生
産
で
き
、

多
く
の
企
業
が
導
入
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業

は
環
境
の
保
護
と
林
業
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
荒

れ
た
山
の
森
林
整
備
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
成
功
に
向
け

て
努
力
し
ま
す
。

愛
媛
県
新
居
浜
市
出
身
。
京
都
大
大
学
院
工
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。
日
本
石
油
勤
務
を
経
て
早
稲
田
大
教
授

を
務
め
た
。
現
在
は
同
大
ナ
ノ
・
ラ
イ
フ
創
新
研
究
機
構
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
の
招
聘
研
究
員
。
69
歳
。


